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琉
球
辞
令
書
の
一
覧
表
と
収
集
現
況

琉
球
王
国
時
代
に
発
給
さ
れ
た
辞
令
書
を
総
称
し
て
「
琉
球
辞
令
書
」
と
命
名
し
、
さ
ら
に
「
古
琉
球
辞
令
書
」
「
過
渡
期
辞
令
書
」

「
近
世
琉
球
辞
令
書
」
の
三
タ
イ
プ
に
区
分
で
き
る
点
に
つ
い
て
は
既
発
表
の
拙
文
の
多
く
で
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
古
琉
球
辞

令
書
は
尚
真
王
（
在
位
一
四
七
七
～
一
五
二
六
年
）
期
か
ら
薩
摩
軍
の
侵
入
（
万
暦
三
七
Ⅱ
一
六
○
九
年
）
ま
で
、
過
度
期
辞
令
書
は

そ
れ
以
後
、
向
象
賢
が
摂
政
に
就
任
す
る
康
煕
五
年
（
一
六
六
六
）
ま
で
、
近
世
琉
球
辞
令
書
は
康
煕
六
年
か
ら
琉
球
処
分
期
ま
で
そ

れ
ぞ
れ
用
い
ら
れ
て
お
り
、
三
タ
イ
プ
の
辞
令
書
は
継
起
的
に
推
移
し
た
。

Ⅱ

琉
球
辞
令
書
に
着
目
し
た
仕
事
と
し
て
は
、
伊
波
普
猷
一
古
琉
球
の
『
ひ
き
制
度
』
に
つ
い
て
」
（
一
九
三
五
年
）
や
同
「
庫
理
に

２
３

つ
い
て
」
（
一
九
四
○
年
）
が
古
く
、
ま
た
、
本
格
的
な
研
究
の
噴
矢
と
し
て
は
宮
里
栄
輝
「
琉
球
古
来
の
土
地
反
別
法
」
（
一
九
三
七

５

年
）
が
特
筆
さ
れ
る
。
戦
後
、
仲
原
善
忠
も
「
田
名
家
文
書
に
お
ど
ろ
く
「
一
（
’
九
五
七
年
）
、
「
田
名
文
書
試
解
」
（
一
九
六
四
年
）
を

６
Ｔ

書
き
、
渡
口
真
漬
も
「
田
名
文
書
と
そ
の
周
辺
」
（
一
九
五
九
年
）
、
「
位
階
称
号
と
筋
目
」
で
辞
令
書
を
検
討
し
て
い
る
。
奄
美
地
域

８
９

の
辞
令
書
に
つ
い
て
は
山
田
尚
二
が
孤
軍
奮
闘
の
形
で
取
り
組
み
、
「
中
世
ノ
ロ
文
書
の
紹
介
」
（
一
九
六
七
年
）
、
「
奄
美
の
古
文
書
」

ｕ

（
一
九
七
一
年
）
、
「
奄
美
に
お
け
る
古
琉
球
の
辞
令
書
に
つ
い
て
」
（
一
九
八
八
年
）
な
ど
の
力
篇
を
発
表
し
て
い
る
。

琉
球
辞
令
書
に
関
す
る
画
期
的
な
調
査
成
果
と
な
っ
た
の
は
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
が
ま
と
め
た
『
辞
令
書
等
古
文
書
調
査
報
告

主
な
調
査
・
研
究
成
果

高
良
倉
吉
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０

書
』
（
一
九
七
九
年
）
で
あ
り
、
こ
れ
に
右
報
告
書
の
牽
引
車
的
存
在
で
あ
っ
た
上
江
洲
敏
夫
の
「
辞
令
書
等
古
文
書
調
査
報
告
補
遺
‐
｜

（
’
九
八
三
～
八
四
年
）
を
加
え
る
と
、
我
々
は
奄
美
・
沖
縄
・
先
島
の
辞
令
書
を
容
易
に
一
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

’
九
八
七
年
に
沖
覺
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
田
名
家
文
書
企
画
展
の
図
録
「
企
震
・
田
名
家
所
蔵
霞
ｌ
あ
る
首
里
士
族

の
四
○
○
年
』
（
沖
縄
県
立
博
物
館
）
も
貴
重
な
資
料
と
な
っ
た
。

い
つ
ぽ
う
、
琉
球
辞
令
書
の
研
究
に
抜
本
的
な
展
望
を
与
え
た
も
の
と
し
て
は
安
良
城
盛
昭
の
「
沖
縄
史
研
究
の
諸
問
題
（
そ
の

０ ２
３

－
）
」
（
’
九
七
六
年
）
、
「
地
割
制
度
の
遺
構
と
し
て
の
津
堅
島
の
短
冊
型
耕
地
形
態
」
（
’
九
七
七
年
）
、
「
古
琉
球
の
『
さ
と
い
し
１
と

０

｝
」
ろ
』
」
（
一
九
七
八
年
）
が
あ
る
。
辞
令
書
を
構
造
的
に
分
析
す
る
こ
と
の
意
義
を
論
理
的
か
つ
実
証
的
に
明
示
し
た
優
れ
た
成
果
で

９
０

あ
っ
た
。
こ
れ
に
刺
激
を
受
け
て
、
私
も
「
古
琉
球
辞
令
書
の
形
式
に
つ
い
て
」
（
’
九
七
八
年
）
、
「
古
琉
球
的
耕
地
区
分
の
方
法
」

、

（
’
九
八
一
一
年
）
、
「
多
良
間
島
の
琴
書
と
そ
の
薑
ｌ
蕊
社
会
に
お
け
る
近
世
的
転
換
の
一
端
」
（
’
九
八
六
年
）
、
「
琉
球

日

王
国
に
お
け
る
王
府
制
度
の
特
質
ｌ
辞
令
書
覧
る
ヒ
キ
と
鬘
に
関
す
る
覚
書
」
（
’
九
八
七
年
）
な
ど
を
発
表
し
た
。
そ
し
て
、

分
析
結
果
の
中
間
総
括
と
し
て
『
琉
球
王
国
の
構
造
』
（
一
九
八
七
年
、
吉
川
弘
文
館
）
を
書
き
、
こ
れ
の
普
及
版
に
相
当
す
る
『
琉

球
王
国
』
（
’
九
九
三
年
、
岩
波
書
店
）
を
上
梓
し
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
傍
ら
、
私
は
琉
球
辞
令
書
の
収
集
に
努
め
た
。
『
琉
球
王
国
の
構
造
』
末
尾
の
「
残
存
古
琉
球
辞
令
書
一
覧
（
含
過
渡
期
辞
令

書
）
」
段
階
で
は
古
琉
球
辞
令
書
五
四
点
、
過
度
期
辞
令
書
一
九
点
を
把
握
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
「
新
発
見
の
古

９ｎ

琉
球
辞
令
書
に
つ
い
て
」
（
’
九
九
○
年
）
で
古
琉
球
辞
令
書
一
一
点
（
都
合
五
六
点
）
、
過
渡
期
辞
令
書
一
一
点
（
都
合
一
一
一
○
点
）
を
新

切

規
に
加
え
た
。
ま
た
、
「
富
里
栄
輝
ノ
ー
ト
中
の
古
琉
球
辞
令
書
」
（
一
九
九
一
一
年
）
に
お
い
て
古
琉
球
辞
令
書
一
一
点
を
追
加
し
、
都
合

五
八
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

近
世
琉
球
辞
令
書
に
つ
い
て
は
一
ゼ

、 ‐

｜
‐
近
世
琉
球
辞
令
書
と
そ
の
概
況
」
（
一
九
九
一
年
）
を
書
き
、
’
○
七
点
の
把
握
結
果
を
示
し
た
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が
、
そ
の
後
、
三
点
追
加
す
る
資
料
を
得
た
の
で
、
目
下
の
と
こ
ろ
一
一
○
点
を
提
示
し
う
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
一
九
八
点
の
琉
球
辞
令
書
を
現
時
点
で
私
は
把
握
し
て
い
る
。

琉
球
辞
令
書
の
収
集
作
業
が
な
お
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
作
業
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、

成
果
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
編
集
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
本
文
の
校
訂
を
は
じ
め
、
法
量
・
形
状
（
写
真
な
ど
）
・
語
釈
。
関
連
記
事

な
ど
を
加
え
、
多
く
の
研
究
者
が
辞
令
書
を
容
易
に
、
ま
た
正
確
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
状
況
を
準
備
す
る
こ
と
が
私
の
責
務
だ
と
者

え
て
い
る
。

そ
の
日
の
た
め
に
、
琉
球
辞
令
書
の
収
集
作
業
の
現
況
を
一
覧
表
に
ま
と
め
て
み
た
。

新
情
報
を
得
る
た
め
で
あ
り
、
検
索
の
便
を
考
え
、
一
覧
表
は
簡
略
化
し
て
掲
げ
て
あ
る
。

表
１
古
琉
球
辞
令
書
一
覧

二
琉
球
辞
令
書
の
一
覧
表

嘉
靖
唖
一
一
一
崖
‐
四
戸
月
二
○
日
一
靱
呼
鯉
眠
｜
北
の
庫
斑
の
東
風
｝
平
の
●
大
屋

晶
晴
八
年
一
一
一
月
二
九
日
｜
奄
美
一
一
兀
の
首
里
大
屋
子
ゆ

］
扉
は
唱
二
蛇
十
句
ハ
ロ

一地域一
呼
掴
漣
一
勧
認
唱
一
量
訓
刎
の
シ
Ⅲ
不
々

ｘ
子
一
臆
淨
唐
騨
止
玉
，
刃
の
一
目
舎
澗

土
日
吋
即
の
一
子
声
旧
の
＋
八
二

ユ
ヨ
イ
の
屋
再
触
砒
一
等
の
給
碍
甥

－３１５－

１２３

嘉
靖
二
年
八
月
二
六
日

嘉
靖
三
年
四
月
二
○
日

嘉
靖
八
年
一
二
月
二
九
日

沖
縄

沖
縄

奄
美

燗唾鮪醐四卿歸》、旅團献好一誠鴻辨壷軌や順鴎洲地等の給賜
い元
の
首
里
大
屋
子
の
子
チ
ャ
ク
モ
｜
笠
利
間
切
の
宇
宿
の
大
屋
子
職

イ

NOL

発
給
年
月
日

地
域

受
給
者

給
与
内
容



1８１７ 1６ 1５１４ 1３１２１１１０ ９８ ７６ ５４

嘉
靖
四
二
年
七
月
一
七
日

嘉
靖
四
二
年
二
月
一
○
日

嘉
靖
四
二
年
七
月
一
七
日

嘉
靖
三
九
年
八
月
八
日

嘉
靖
四
一
年
一
二
月
五
日

嘉
靖
三
一
一
一
年
八
月
二
九
日

嘉
靖
一
一
一
一
一
一
年
一
二
月
二
七
日

嘉
靖
三
五
年
八
月
二
日

嘉
靖
三
八
年
一
○
月
一
五
日

嘉
靖
二
七
年
一
○
月
二
八
日

嘉
靖
三
○
年
四
月
一
三
日

嘉
靖
二
○
年
八
月
一
○
日

嘉
靖
二
四
年
二
月
六
日

嘉
靖
一
五
年
五
月
一
三
日

嘉
靖
一
六
年
八
月
二
○
日

沖
縄

沖
縄

沖
縄

沖
縄

沖
縄 沖奄奄奄

縄美美美

奄
美

沖
縄

沖
縄

沖
縄

沖
縄

沖
縄

ア
ガ
ル
イ
の
徒

南
風
の
庫
理
の
大
嶺
の
大
屋
子
も

い 北
の
庫
理
の
瀬
底
の
大
屋
子
も
い

南
風
の
庫
理
の
大
嶺
の
大
屋
子
も

い与
那
嶺
の
大
屋
子

北
の
庫
理
の
官
舎

南
風
の
庫
理
の
天
久
の
大
屋
子
も

い□
□
庫
理
の
マ
サ
ブ
ロ
文
子

南
風
の
庫
理
の
天
久
の
大
屋
子
も

い東
の
首
里
大
屋
子

南
風
の
庫
理
の
儀
間
金
城
の
大
屋

子
も
い

謝
国
富
引
の
沢
の
徒

た
ら
つ
ゐ
は
ん

名
音
の
徒

今
帰
仁
の
徒

上
納
規
定
、
ひ
や
う
す
く
田
、
一
五
ヌ
キ
の
畑

を
給
賜

今
帰
仁
間
切
の
具
志
堅
の
田
畑
等
の
給
賜

勢
治
荒
富
引
の
里
主
部
家
来
赤
頭
の
船
頭
職

喜
界
の
志
戸
桶
間
切
の
大
城
の
大
屋
子
職

屋
喜
内
間
切
の
名
音
の
徒
職

屋
喜
内
間
切
の
名
柄
の
徒
職

中
城
間
切
普
天
間
の
「
ふ
う
ち
ふ
ミ
き
」
の
内

よ
り
田
畑
を
給
賜

豊
見
城
間
切
の
大
嶺
の
里
主
所

相
応
富
引
の
家
来
赤
頭
の
船
頭
職

瀬
戸
内
西
間
切
の
西
の
大
屋
子
職

真
和
志
間
切
の
儀
間
の
里
主
所

渡
南
蛮
船
勢
治
荒
富
の
筑
殿
職

真
和
志
間
切
の
儀
間
の
金
城
の
里
主
所

西
原
間
切
の
天
久
の
里
主
所

渡
唐
船
世
継
富
の
船
頭
職
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2８２７２６２５２４２３２２２１２０3７３６３５３４３３３２３１３０ 2９ 1９
〔
嘉
靖
年
間
〕

隆
慶
二
年
八
月
二
四
日

隆
慶
二
年
八
月
二
四
日

隆
慶
三
年
正
月
五
日

隆
慶
五
年
六
月
二
日

隆
慶
六
年
正
月
一
八
日

隆
慶
六
年
正
月
一
八
日

万
暦
二
年
五
月
二
八
日

万
暦
二
年
五
月
二
八
日

嘉
靖
四
五
年
一
○
月
八
日

万
暦
二
年
五
月
二
八
日

万
暦
五
年
九
月
六
日

万
暦
七
年
五
月
五
日

万
暦
七
年
一
○
月
一
日

万
暦
九
年
四
月
四
日

万
暦
一
○
年
八
月
二
日

万
暦
一
○
年
八
月
二
日

万
暦
二
年
正
月
二
七
日

万
暦
二
年
五
月
二
八
日

奄奄奄奄奄奄奄奄奄
美美美美美美美美美

沖
縄奄沖沖沖奄奄沖奄

美縄縄縄美美縄美
奄
美

笠
利
の
ヒ
ガ
セ
ト

喜
瀬
の
大
屋
子

喜
瀬
の
大
屋
子

元
の
ノ
ロ
の
妹
ゑ
く
か
た
る

名
柄
の
徒

大
和
浜
目
差

瀬
戸
内
東
の
ア
ク
ニ
ヤ
目
差

瀬
戸
内
西
間
切
の
古
志
□
□

瀬
戸
内
西
間
切
の
須
古
茂
の
ク
チ

の
妹
ネ
タ
チ

瀬
戸
内
西
間
切
の
須
古
茂
の
ア
カ

ヒ
ト
ウ
の
子
ダ
ル

瀬
戸
内
西
間
切
の
古
志
の
サ
カ
イ

北
谷
捷

屋
喜
内
の
大
屋
子

南
風
の
庫
理
の
東
の
首
里
大
屋
子

元
の
ノ
ロ
の
妹
マ
シ
フ
リ

元
の
大
阿
母
の
姪
オ
ト
マ
ス
モ
イ

元
の
大
阿
母
の
姪
オ
ト
マ
ス
モ
イ

元
の
ノ
ロ
の
姪
ツ
ル

君
南
風
の
大
阿
母

ニ
カ
リ
ヤ
三
オ
ッ
カ
の
田
、
七
○
ヌ
キ
の
畑
の

給
賜

瀬
戸
内
東
間
切
の
首
里
大
屋
子
職

笠
利
の
首
里
大
屋
子
職

瀬
戸
内
東
間
切
の
首
里
大
屋
子
職

喜
界
の
東
間
切
の
阿
伝
ノ
ロ
職

瀬
戸
内
東
間
切
の
ア
キ
ニ
ヤ
目
差
職

屋
喜
内
間
切
の
屋
喜
内
の
大
屋
子
職

屋
喜
内
間
切
の
サ
キ
ハ
ル
目
差
職

七
カ
リ
ヤ
五
オ
ッ
カ
四
ニ
ッ
カ
の
田
等
の
給
賜

五
カ
リ
ヤ
八
オ
ッ
カ
ニ
八
シ
カ
の
田
等
の
給
賜

八
カ
リ
ヤ
四
シ
カ
の
田
等
の
給
賜

一
五
○
ヌ
キ
の
畑
等
の
結
腸

屋
喜
内
間
切
の
部
連
の
大
屋
子
職

名
瀬
間
切
の
首
里
大
屋
子
職

越
来
間
切
の
恩
納
ノ
ロ
職
、
田
畑
の
給
賜

那
覇
の
大
阿
母
職

ニ
カ
リ
ヤ
の
田
、
五
○
ヌ
キ
の
畑
等
の
結
腸

屋
喜
内
間
切
の
名
柄
ノ
ロ
職

六
カ
リ
ャ
六
オ
ッ
カ
七
六
シ
カ
の
田
等
の
給
賜

－３１７－
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万
暦
三
三
年
九
月
一
八
日

万
暦
二
一
一
一
年
九
月
二
一
一
日

万
暦
二
八
年
正
月
二
四
日

万
暦
三
○
年
九
月
一
○
日

万
暦
一
一
三
年
九
月
一
八
日

万
暦
二
一
一
一
年
正
月
一
二
日

万
暦
二
一
一
一
年
八
月
二
九
日

万
暦
一
四
年
五
月
九
日

万
暦
一
五
年
二
月
一
二
日

万
暦
一
五
年
二
月
一
二
日

万
暦
一
五
年
七
月
八
日

万
暦
一
五
年
一
○
月
四
日

万
暦
一
六
年
五
月
一
六
日

万
暦
二
○
年
一
○
月
三
日

万
暦
二
一
年
五
月
一
六
日

万
暦
一
二
年
五
月
一
二
日

万
暦
一
三
年
五
月
一
五
日

沖
縄 沖奄奄奄

縄美美美
沖
縄

先
島 沖沖奄奄沖沖沖沖
縄縄美美縄縄縄縄

沖
縄

沖
縄

浦
崎
目
差

安
田
の
大
屋
子

読
谷
山
徒

伊
平
屋
の
首
里
大
屋
子

元
の
ノ
ロ
の
姪
マ
ク
モ

宇
宿
の
大
屋
子

玉
城
の
大
屋
子

北
の
庫
理
の
儀
間
の
里
主
大
屋
子

も
い

君
南
風
の
大
阿
母

大
宮
古
間
切
の
下
地
の
大
首
里
大

屋
子

イ
ン
ホ
シ
大
サ
チ

元
の
ノ
ロ
の
子
マ
ナ
ベ
ダ
ル

元
の
ノ
ロ
の
妹
マ
カ
ル
モ
イ

今
帰
仁
按
司
の
御
前
丑
日
番
の
赤

頭
の
サ
チ

元
の
ノ
ロ
の
子
マ
ウ
シ

元
の
ノ
ロ
の
子
マ
カ
ト
ウ

元
の
ノ
ロ
の
孫
マ
ナ
ベ

今
帰
仁
間
切
の
中
城
ノ
ロ
職

せ
ち
よ
く
田
、
一
○
ヌ
キ
の
畑
等
の
給
賜

三
カ
リ
ャ
の
田
、
’
○
○
ヌ
キ
の
畑
、
七
名
の

「
す
か
ま
く
ち
」
等
の
給
賜

瀬
戸
内
西
間
切
の
西
の
徒
職

徳
の
西
銘
間
切
の
手
々
ノ
ロ
職

瀬
戸
内
西
間
切
の
古
志
ノ
ロ
職

今
帰
仁
間
切
の
辺
名
地
目
差
職

金
武
間
切
の
恩
納
ノ
ロ
職

東
風
平
間
切
の
世
名
城
の
岸
本
ノ
ロ
職
、
田
畑

の
給
賜

ひ
ょ
う
す
く
田
、
一
五
ヌ
キ
の
畑
等
の
給
賜

国
頭
間
切
の
安
田
の
里
主
所
の
給
賜

国
頭
間
切
の
安
田
の
「
し
ろ
い
ま
」
の
給
賜

五
カ
リ
ャ
三
オ
ッ
カ
五
○
シ
カ
の
田
等
の
給
賜

名
瀬
間
切
の
大
熊
ノ
ロ
職

瀬
戸
内
東
間
切
の
首
里
大
屋
子
職

六
カ
リ
ャ
の
田
、
一
四
○
ヌ
キ
の
畑
等
の
給
賜

真
和
志
間
切
の
儀
間
の
里
主
所
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Ⅲ
｜
岑
霊
順
四
年
十
九
ｐ
Ｈ
一
一
日

卵
一
万
暦
三
七
年
二
月
二
日
一
奄
美
一
朝
戸
徒

茄
万
暦
三
四
年
八
月
二
日
沖
縄
北
の
庫
理
の
押
明
富
の
船
頭
大
屋

子
も
い

舶
万
暦
三
五
年
六
月
六
日

奄
美
イ
シ
ュ
モ
イ
文
子

斫
万
暦
三
五
年
七
月
一
五
日
沖
縄
元
の
ノ
ロ
の
子
マ
カ
ト
ウ

９
｜
天
啓
八
年
四
月
二
八
日
｜
沖
縄
一
北
の
庫
理
の
用

８
’
一
大
弦
］
’
七
犀
‐
六
［
月
二
二
日
｜
沖
Ⅲ
縄
一
一
瑁
一
風
の
一
軍
鹿
一
の
』
顧
問
の
０
大
房

表
２
過
渡
期
辞
令
書
一
覧

暦
四
五
年
一
一
月
二
日
一
沖
縄
一
那
鰯
の
大
寺

暦
四
○
年
一
一
一
月
一
一
日
一
沖
纏
二
巳
日
番
の
「
｜
「
’

召
」
ハ
岸
ヰ
ハ
［
月
一
一
八
円

苔
五
年
一
○
月
一
四
日
一
先
島
一
石
瑁
一
の
首
里
大
屋

習
五
圧
‐
四
月
二
○
日

斤
叩
欄
』
’
一
兀
の
ノ
ロ
カ

苔
一
一
岸
牛
’
○
日
卸
｜
日
一
油
Ⅲ
縄
一
元
の
ノ
ロ
の

ロ
｜
市
十
釦
琿Ｅ
垣
一
土
民
っ
と
サ
バ
Ｌ
」
ケ

名
瀬
間
切
の
朝
戸
徒
職

今
帰
仁
間
切
の
具
志
川
ノ
ロ
職
、
五
○
ヌ
キ
の

畑
の
給
賜

名
瀬
間
切
の
西
の
里
主
戦

謝
国
富
引
の
里
主
部
家
来
赤
頭
の
船
頭
職

今
帰
仁
簡
切
の
与
那
寵
の
大
屋

。
「
巨
叩
ト
」
韮
曰
吋
弘
の
劃
剛
壮
化
陣
此
徽

痩
曹
榊
庫
ｊ
豊
貝
の
官
全
用

地
闇
切
の
屋
我
ノ
ロ
職

出
十
口
韮
日
吋
弘
の
肝
叶
鋺
幽
［
円

里
Ⅱ
山
韮
曰
〆
切
、

式
日
向
リ
ケ
ル
ユ
ハ
ｊ
ノ
而

に
曰
丁
四
Ｆ
．
’
ロ

目
蓋
渦

乱
｛
何
高
二
ｃ
石
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１
万
暦
四
○
年
一
二
月
八
日
沖
縄
ク
ワ
シ
マ
文
子

２
万
暦
四
○
年
一
二
月
□
日
沖
縄
巳
日
番
の
□
□

３
万
暦
四
五
年
□
月
□
日

沖
縄
那
覇
の
大
文
子

４
天
啓
二
年
一
○
月
一
日

沖
縄
元
の
ノ
ロ
の
孫
ヒ
ャ
カ
ナ

５
天
啓
五
年
四
月
二
○
日

沖
縄
元
の
ノ
ロ
の
孫
オ
ト
ウ

６
天
啓
五
年
一
○
月
一
四
日
先
島
石
垣
の
首
里
大
屋
子

７
天
啓
六
年
八
月
二
八
日

先
島
あ
ら
ぬ
と
の
筑

８
天
啓
七
年
六
月
二
二
日

沖
縄
南
風
の
庫
理
の
儀
間
の
大
屋
子
も

い

９
天
啓
八
年
四
月
二
八
日

沖
縄
北
の
庫
理
の
里
之
子
大
屋
子
も
い

、
崇
禎
四
年
九
月
二
日

先
島
イ
ル
イ
筋
目
差

今
帰
仁
間
切
の
与
那
嶺
の
大
屋
子
職

今
帰
仁
間
切
の
謝
花
徒
職

渡
唐
船
浮
豊
見
の
官
舎
職

羽
地
間
切
の
大
ノ
ロ
ク
モ
イ
職

羽
地
間
切
の
屋
我
ノ
ロ
職

八
重
山
間
切
石
垣
村
よ
り
知
行
高
二
○
石

八
重
山
間
切
の
あ
ら
ぬ
と
目
差
職

真
和
志
間
切
儀
間
村
よ
り
知
行
高
三
○
石

仕
上
世
奉
行
職

大
宮
古
間
切
の
仲
筋
目
差
職

NOL

発
給
年
月
曰

地
域

受
給
者

給
与
内
容
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弘
光
元
年
八
月
一
○
日

隆
武
三
年
八
月
二
八
日

隆
武
八
年
二
月
五
日

順
治
九
年
一
○
月
九
日

順
治
一
○
年
正
月
一
○
日

順
治
一
○
年
八
月
二
八
日

順
治
一
三
年
正
月
二
○
日

順
治
一
五
年
七
月
二
八
日

順
治
一
六
年
己
亥
六
月
一
五

日順
治
一
七
年
庚
子
一
二
月
一

五
日

順
治
一
八
年
辛
丑
正
月
一
三

日康
煕
二
年
八
月
一
五
日

康
煕
三
年
甲
辰
四
月
四
日

康
煕
三
年
甲
辰
八
月
四
日

崇
禎
七
年
八
月
八
日

崇
禎
一
六
年
一
○
月
三
日

崇
禎
四
年
一
二
月
二
五
日

沖
縄

沖
縄

沖
縄

沖
縄

沖
縄 沖沖沖沖沖先沖先先

縄縄縄縄縄島縄島島

沖
縄

沖
縄

沖
縄

本
の
ノ
ロ
の
子
オ
ト
ウ

与
那
嶺
子

与
那
覇
徒

本
の
ノ
ロ
の
姪
マ
フ
シ

儀
間
子

南
風
の
庫
理
の
儀
間
の
里
之
子
親

雲
上

儀
間
子

今
帰
仁
御
殿
の
も
私
な
み
の
大
屋

子仲
筋
目
差

仲
筋
与
人

元
の
ノ
ロ
の
子
カ
ナ

マ
サ
リ

屋
富
祖
子

元
の
ノ
ロ
の
子
マ
ウ
シ

ハ
ル
マ
イ

本
の
ノ
ロ
の
子
マ
ゼ
ニ

首
里
大
屋
子

読
谷
山
間
切
の
城
ノ
ロ
職

今
帰
仁
間
切
の
西
目
差
職

久
米
具
志
川
間
切
の
垣
花
の
大
屋
子
職

中
城
間
切
の
ヨ
キ
ャ
ノ
ロ
職

勢
高
富
引
の
里
主
部
家
来
赤
頭
の
筑
殿
職

大
宮
古
間
切
の
仲
筋
与
人
職

大
宮
古
間
切
の
多
良
間
首
里
大
屋
子
職

今
帰
仁
間
切
の
中
城
ノ
ロ
職

大
宮
古
間
切
の
水
納
目
差
職

船
奉
行
の
脇
筆
者
職

久
米
具
志
川
間
切
の
具
志
川
ノ
ロ
職

今
帰
仁
間
切
の
本
部
目
差
職

金
武
間
切
の
恩
納
ノ
ロ
職

渡
名
喜
島
の
大
屋
子
職

勢
遣
富
引
の
里
主
部
家
来
赤
頭
の
筑
殿
職

今
帰
仁
間
切
の
与
那
嶺
の
大
屋
子
職

真
和
志
間
切
儀
間
村
よ
り
知
行
高
三
○
石

320
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肥
康
煕
五
年
丙
午
四
月
二
三
日
沖
縄
中
里
親
雲
上

羽
康
煕
五
年
丙
午
五
月
一
九
日
沖
縄
タ
ッ
ル

帥
〔
年
代
不
明
〕

沖
縄
モ
ナ
ミ

表
３
近
世
琉
球
辞
令
書
一
覧

康康康康曰康康康康康康康康康寛
亜腿配座配配配配配睡配睡祀゛

血立立ｉ=Ｌｉェ上上上四四三二一ｔ

九七六六二二一○八四七九○日
正狂：圧妊：錘圧任生生住症往往-１

9.Kｖ宅〃－１▲Ｔ弓

匹
月
市

亥
正
同

午
五
円

寅
五
口

酉
八
曰

丑
一
一

卯
六
日

辰
六
日

巳
九
日

巳
二

四
四
日

四
四
日

灰
正
日

ｆ
村
ョ

二七日四八六二ｔ
ヨ日日日ＢＢＥ

ｕ、′、二

．ＲＦ

四７ｍｙｍｙｍｙｒｐｙｍｙ[ｐｙｍｙｍｙｍソ、Ｙ[ｂｿrｔＩＶｒｔ

瓦比儀比月リ上儀局儀与

菖嘉間嘉田間間袋間那
規親親に頭に筑筑筑犠
王学雫唇唇や土日心辺と型上】壁十

敬新

ﾛEｕ江ＬＩｍＥ田

読
谷
山
間
切
の
仲
邑
里
主
所

見
里
間
切
の
西
目
差
職

渡
名
喜
島
首
里
大
屋
子
職

度渡伊

弓オ＜卯

奴HJjI局1坪 _ｴﾛＨ＝ＵＡＩI

Ｊ１肥

菊間懐我切登切Ｉｊ
嵩切間部田川儀Ｃｌ
且比里相頭大間’

－３２１－

１
寛
文
七
年
丁
未
四
月
九
日
沖
縄

２
康
煕
一
○
年
辛
亥
正
月
一
七
日
沖
縄

３
康
煕
二
九
年
庚
午
五
月
一
二
日
沖
縄

４
康
煕
三
七
年
戊
寅
五
月
一
六
日
沖
縄

５
康
煕
四
四
年
乙
酉
八
月
一
八
日
沖
縄

６
康
煕
四
八
年
己
丑
二
月
四
日
沖
縄

７
康
煕
五
○
年
辛
卯
六
月
三
日
沖
縄

８
康
煕
五
一
年
壬
辰
六
月
一
七
日
沖
縄

９
康
煕
五
二
年
癸
巳
九
月
一
三
日
沖
縄

Ⅲ
康
煕
五
二
年
癸
已
一
二
月
一
二
沖
縄

曰

、
康
煕
五
六
年
丁
酉
四
月
七
日
沖
縄

翅
康
煕
五
六
年
丁
酉
四
月
二
三
日
沖
縄

過
康
煕
五
七
年
戊
戌
正
月
二
六
日
沖
縄

ｕ
康
煕
五
九
年
庚
子
六
月
一
五
日
沖
縄

与
那
嶺
大
屋
子

儀
間
筑
登
之
親
雲
上

島
袋
筑
登
之
親
雲
上

儀
間
筑
登
之
親
雲
上

上
間
に
や

前
田
頭
親
雲
上

比
嘉
に
や

儀
間
親
雲
上

比
嘉
親
雲
上

武
富
親
雲
上

比
嘉
に
や

猶
子
玉
寄
按
司

武
富
親
雲
上

渡
嘉
敷
筑
登
之
親
雲
上

今
帰
仁
間
切
の
上
間
大
屋
子

真
和
志
間
切
儀
間
里
主
所

美
里
間
切
登
川
大
屋
子

豊
見
城
間
切
田
頭
里
主
所

羽
地
間
切
我
部
祖
河
大
屋
子

小
禄
間
切
儀
間
里
主
所

久
米
仲
里
問
切
比
嘉
大
屋
子

兼
城
間
切
武
富
里
主
所

久
米
仲
里
間
切
比
嘉
大
屋
子

鍛
冶
奉
行

久
米
仲
里
間
切
比
嘉
大
屋
子

伊
江
島
惣
地
頭

渡
嘉
敷
間
切
惣
地
頭

渡
嘉
敷
間
切
惣
地
頭

NOL

発
給
年
月
日

地
域

受
給
者

給
与
内
容
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雍
正
二
年
甲
辰
二
月
一
六
日

雍
正
三
年
乙
巳
五
月
一
五
日

雍
正
九
年
辛
亥
八
月
一
日

雍
正
一
○
年
壬
子
二
月
六
日

雍
正
一
○
年
壬
子
四
月
二
二
日

雍
正
二
年
癸
丑
一
二
月
六
日

雍
正
一
三
年
乙
卯
四
月
八
日

乾
隆
元
年
丙
辰
四
月
二
九
日

乾
隆
四
年
己
未
六
月
八
日

乾
隆
六
年
辛
酉
七
月
一
○
日

乾
陸
七
年
壬
戌
一
二
月
一
五
日

乾
隆
二
年
丙
寅
二
月
八
日

乾
隆
一
四
年
己
巳
七
月
一
九
日

乾
隆
一
五
年
庚
午
一
二
月
二
○

日乾
隆
一
八
年
癸
酉
一
二
月
一
日

乾
隆
二
○
年
乙
亥
七
月
一
九
日

乾
隆
二
四
年
己
卯
四
月
一
日

乾
隆
二
四
年
己
卯
一
二
月
一
日

乾
隆
二
七
年
壬
午
八
月
二
一
日

乾
陸
三
三
年
戊
子
一
一
月
二
七
日

沖沖沖仲沖沖沖沖'沖沖沖沖
縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄

沖先沖沖沖沖
縄島縄縄縄縄

沖
縄

沖
縄

渡
久
地
筑
登
之
親
雲
上

石
川
〔
〕
親
雲
上

向
氏
伊
江
按
司
朝
良
嫡
子
思
次
良
按
司
朝
俺

察
氏
安
波
連
親
雲
上
政
房

麻
氏
次
男
渡
嘉
敷
子
真
富

察
氏
阿
波
連
親
雲
上
政
房

尚
姓
思
戸
金
按
司

向
氏
猶
子
東
江
仁
屋
朝
典

尚
氏
大
城
按
司
朝
俺

尚
氏
猶
子
島
尻
筑
登
之
朝
義

郭
氏
嫡
子
思
亀
正
恵

尚
氏
嫡
子
大
城
按
司
朝
侍

麻
氏
四
男
渡
嘉
敷
筑
登
之
親
雲
上
真
安

尚
氏
伊
江
按
司
朝
筒
嫡
子
思
加
那
按
司
朝
徳

麻
氏
佐
久
本
親
雲
上
真
安

麻
氏
渡
嘉
敷
里
之
子
親
雲
上
真
勝

山
陽
氏
西
表
首
里
大
屋
子
長
季

麻
氏
嫡
子
渡
嘉
敷
里
之
子
親
雲
上
真
喜

麻
氏
嫡
子
渡
嘉
敷
子
真
忠

嫡
子
□
□
政
盛
喜
納
里
之
子
親
雲
上

渡
嘉
敷
間
切
阿
波
連
里
主
所

美
里
間
切
〔
〕
大
屋
子

伊
江
島
大
城

御
物
城

渡
嘉
敷
間
切
惣
地
頭

具
志
頭
間
切
喜
納
里
主
所

中
城
間
切
瑞
慶
覧

伊
平
屋
島
銘
苅
大
屋
子

知
行
高
五
○
石

伊
平
屋
島
銘
苅
大
屋
子

小
禄
間
切
赤
嶺
里
主
所

伊
江
島
惣
地
頭
弁
知
行
高
一
○
○

石渡
嘉
敷
間
切
惣
地
頭

恩
納
間
切
名
嘉
真
里
主
所

〔
金
武
〕
間
切
佐
久
本

伊
江
島
大
城

中
城
間
切
渡
口
里
主
所

渡
嘉
敷
間
切
惣
地
頭

八
重
山
島
頭
大
浜
大
首
里
大
屋
子

渡
嘉
敷
間
切
惣
地
頭
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嘉
慶
二
年
丁
已
六
月
二
一
日

嘉
慶
八
年
癸
亥
二
月
一
八
日

乾
隆
五
○
年
乙
巳
四
月
二
六
日

乾
陸
五
二
年
丁
未
五
月
一
三
日

乾
隆
五
五
年
庚
戌
三
月
二
一
日

乾
隆
四
○
年
乙
未
九
月
二
六
日

乾
隆
四
○
年
乙
未
九
月
二
六
日

乾
陸
四
二
年
丁
酉
四
月
一
二
日

乾
峰
四
四
年
己
亥
四
月
一
三
日

乾
隆
四
五
年
庚
子
五
月
一
日

乾
隆
四
七
年
壬
寅
二
月
一
日

乾
隆
四
七
年
壬
寅
一
○
月
一
八

日乾
隆
四
九
年
甲
辰
四
月
二
九
日

乾
隆
三
四
年
己
丑
六
月
一
五
日

乾
陸
三
六
年
辛
卯
六
月
一
日

乾
隆
三
七
年
壬
辰
七
月
八
日

乾
陸
三
七
年
壬
辰
一
二
月
一
日

乾
隆
三
八
年
癸
巳
八
月
三
日

先
島

沖
縄 沖先沖

縄島縄
沖沖沖沖先先先
縄縄縄綱島島島

沖
縄 沖沖沖沖沖

縄縄縄縄縄

山
陽
氏
西
表
首
里
大
屋
子

麻
氏
嫡
孫
渡
口
子
真
昆

察
氏
嫡
子
屋
嘉
部
里
之
子
親
雲
上
政
賀

松
茂
氏
西
表
首
里
大
屋
子
当
克

尚
氏
大
城
按
司
朝
郁

尚
氏
瑞
慶
覧
按
司

察察尚麻山長夏潔向麻麻察傅
氏氏氏氏陽栄林氏氏氏氏氏
古古瑞嫡氏氏氏伊嫡嫡嫡嫡
堅堅慶子大桃川江子子子子
親親覧渡川原平按儀渡喜田
雲雲按嘉与与与司間口納崎
上上司敷人人人朝筑里里里
政政思長真賢徳登之之之
知知亀致般永嫡之子子子
真子親親親厚
幸思雲雲雲佐

次上上上
良真真政
金令英知
按
司
朝

聞
得
大
君
弁
知
念
間
切
惣
地
頭
知

行
高
二
○
○
石

玉
城
間
切
屋
嘉
部
里
主
所

八
重
山
島
頭
大
浜
大
首
里
大
屋
子

伊
江
島
惣
地
頭
井
知
行
高
一
○
○

石八
重
山
島
頭
大
浜
大
首
里
大
屋
子

中
城
間
切
渡
口
里
主
所

八
重
山
島
頭
大
浜
大
首
里
大
屋
子

八
重
山
島
頭
宮
良
大
首
里
大
屋
子

八
重
山
島
頭
大
浜
大
首
里
大
屋
子

伊
平
屋
島
田
名
里
主
所

南
風
原
間
切
津
嘉
山
按
司
掛

御
物
城

王
城
間
切
屋
嘉
部
里
主
所

知
行
高
一
五
石

読
谷
山
間
切
古
堅
里
主
所

中
城
間
切
渡
口
里
主
所

久
志
間
切
有
銘

伊
江
島
大
城
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道
光
二
年
辛
卯
七
月
九
日

道
光
一
二
年
壬
辰
六
月
一
六
日

道
光
一
二
年
壬
辰
一
○
月
三
日

道
光
一
五
年
乙
未
五
月
一
三
日

道
光
一
七
年
丁
酉
三
月
一
○
日

道
光
一
八
年
戊
戌
二
月
一
日

道
光
一
八
年
戊
戌
一
二
月
一
日

嘉
慶
一
二
年
丁
卯
六
月
一
日

嘉
慶
一
二
年
丁
卯
二
月
八
日

嘉
慶
一
七
年
壬
申
四
月
一
日

嘉
慶
二
四
年
己
卯
八
月
一
六
日

道
光
元
年
辛
巳
一
○
月
二
日

道
光
三
年
癸
未
五
月
二
九
日

道
光
五
年
乙
酉
一
○
月
二
四
日

道
光
七
年
丁
亥
七
月
三
○
日

道
光
七
年
Ｔ
亥
一
二
月
一
日

道
光
八
年
戊
子
二
月
一
日

道
光
九
年
己
丑
五
月
一
八
日

嘉
慶
一
○
年
乙
丑
五
月
一
二
日

嘉
慶
一
○
年
乙
丑
八
月
一
五
日

沖沖沖沖沖先先
縄縄縄縄縄島島

沖沖沖沖沖先先先先沖先
縄縄縄縄縄島島島島縄島

沖
縄

沖
縄

夏
林
氏
波
照
間
首
里
大
屋
子
賢
栄

白
川
氏
松
原
首
里
大
屋
子
恵
宝

麻
氏
跡
目
田
名
里
子
親
雲
上
真
彬

尚
氏
猶
子
大
城
王
子
朝
忠

向
氏
川
平
里
主
朝
範
姉
真
鶴

向
氏
柵
原
親
方
朝
矩

嫡
子
周
大
光
古
謝
通
事
親
雲
上

麻
氏
嫡
子
田
名
子
真
英

尚
氏
伊
江
按
司
朝
郁
嫡
子
思
加
那
金
按
司
朝

英白
川
氏
友
利
首
里
大
屋
子
恵
寛

尚
氏
大
城
按
司
朝
英

夏
林
氏
西
表
首
里
大
屋
子
賢
則

松
茂
氏
与
那
国
首
里
大
屋
子
当
演

白
川
氏
狩
俣
首
里
大
屋
子
恵
孝

白
川
氏
松
原
首
里
大
屋
子
恵
草

向
氏
伊
江
里
之
子
親
雲
上
朝
平

向
氏
嫡
子
真
蒲
戸
金
按
司
朝
要

麻
氏
三
男
渡
口
里
之
子
親
雲
上
真
宣

向
氏
普
天
間
親
雲
上
朝
平

毛
氏
嫡
子
嵩
原
樽
金
安
綱

宮
古
島
頭
平
良
大
首
里
大
屋
子

伊
江
島
惣
地
頭
弁
知
行
高
八
○
石

八
重
山
島
頭
宮
良
大
首
里
大
屋
子

八
重
山
島
頭
宮
良
大
首
里
大
屋
子

宮
古
島
頭
平
良
大
首
里
大
屋
子

宮
古
島
頭
平
良
大
首
里
大
屋
子

宜
野
湾
間
切
普
天
間
里
主
所

伊
江
島
惣
地
頭
井
知
行
高
四
○
石

勝
連
間
切
新
嘉
喜

御
双
紙
庫
理
井
知
行
高
四
○
石

美
里
間
切
惣
地
頭
井
知
行
高
三
○

石八
重
山
島
頭
宮
良
大
首
里
大
屋
子

宮
古
島
頭
平
良
大
首
里
大
屋
子

伊
平
屋
島
田
名
里
主
所

伊
江
島
惣
地
頭

中
城
間
切
瑞
慶
覧

御
物
奉
行

中
議
大
夫

伊
平
屋
島
田
名
里
主
所

伊
江
島
大
城

324
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道
光
一
八
年
戊
戌
’
二
月
二
七

日道
光
二
一
年
辛
丑
一
一
一
月
一
五
日

道
光
二
二
年
壬
寅
七
月
二
二
日

道
光
二
一
一
一
年
癸
卯
七
月
二
九
日

道
光
二
八
年
戊
申
二
月
一
日

道
光
二
八
年
戊
申
二
月
一
日

道
光
三
○
年
庚
戌
一
二
月
六
日

威
豊
元
年
辛
亥
三
月
二
六
日

威
豊
元
年
辛
亥
八
月
一
日

威
豊
元
年
辛
亥
八
月
二
日

威
豊
二
年
壬
子
四
月
五
日

威
豊
二
年
壬
子
二
月
一
四
日

威
豊
五
年
乙
卯
八
月
一
日

威
豊
六
年
丙
辰
九
月
二
五
日

威
豊
七
年
丁
巳
二
月
九
日

威
豊
八
年
戊
午
四
月
一
二
日

威
豊
八
年
戊
午
二
月
六
日

戒
豊
二
年
辛
酉
一
二
月
一
日

威
豊
一
二
年
壬
戌
五
月
二
二
日

同
治
二
年
癸
亥
二
月
一
日

同
治
二
年
癸
亥
三
月
一
一
一
日

沖沖沖沖沖沖沖先沖沖沖先先先沖沖沖先先沖
縄縄縄縄縄縄縄島縄縄縄島島島縄縄縄島島縄

沖
縄

尚
氏
伊
江
王
子
朝
忠

白
川
氏
狩
俣
首
里
大
屋
子
恵
章

前
大
阿
母
嫁
ま
ひ
な
ま

嫡
子
周
大
光
古
謝
通
事
親
雲
上

嫡
子
周
大
光
古
謝
通
事
親
雲
上

麻
氏
嫡
子
田
名
里
之
子
親
雲
上
真
義

向
喬
氏
狩
俣
首
里
大
屋
子
朝
祥

山
陽
氏
古
見
首
里
大
屋
子
長
房

女
子
い
ん
つ
め
い

嫡
子
毛
克
述
奥
間
里
之
子
親
雲
上

尚
姓
国
場
按
司

向
氏
三
男
板
良
敷
里
之
子
親
雲
上
朝
展

夏
林
氏
黒
島
首
里
大
屋
子
賢
保

嫡
子
毛
克
述
奥
間
里
之
子
親
雲
上

向
氏
大
湾
親
雲
上
朝
忠

周
大
光
阿
加
嶺
親
方

嫡
子
毛
克
述
奥
間
里
之
子
親
雲
上

向
氏
宜
野
湾
親
方
朝
保

嫡
子
毛
克
述
奥
間
里
之
子
親
雲
上

毛
克
述
新
嘉
喜
親
雲
上

三
男
金
成
勲
豊
里
里
之
子
親
雲
上

加
増
知
高
一
○
○
石

宮
古
島
頭
平
良
大
首
里
大
屋
子

八
重
山
島
大
阿
母

正
議
大
夫

久
志
間
切
有
銘

伊
平
屋
島
田
名
里
主
所

宮
古
島
頭
下
地
大
首
里
大
屋
子

八
重
山
島
頭
宮
良
大
首
里
大
屋
子

八
重
山
島
大
阿
母

中
議
大
夫

西
原
間
切
翁
長
按
司
掛

読
谷
山
間
切
大
湾
里
主
所

八
重
山
島
頭
宮
良
大
首
里
大
屋
子

長
史

真
和
志
間
切
牧
志
里
主
所

知
行
高
二
○
石

正
議
大
夫

一
一
一
司
官
弁
加
増
知
高
三
二
○
石

勝
連
間
切
新
嘉
喜

浦
添
間
切
伊
祖
里
主
所

中
議
大
夫
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(2)（１）

同一
右伊
第波
四普
巻猷
所全
収集

１，１０９１０８１０７１０６ｍ５１０４１０３１０２１０１１００９９９８９７９６９５９４
戸、

注
一

同
治
二
年
癸
亥
三
月
二
九
日

同
治
三
年
甲
子
二
月
二
四
日

同
治
四
年
乙
丑
一
二
月
一
日

同
治
五
年
丙
寅
二
月
一
日

同
治
五
年
丙
寅
二
月
一
日

同
治
六
年
丁
卯
六
月
二
三
日

同
治
六
年
丁
卯
八
月
一
日

同
治
六
年
丁
卯
九
月
五
日

同
治
八
年
己
已
四
月
八
日

同
治
一
○
年
辛
未
二
月
一
日

同
治
二
年
壬
申
八
月
二
五
日

同
治
一
二
年
癸
酉
二
月
一
八
日

同
治
一
二
年
癸
酉
九
月
一
四
日

同
治
一
三
年
甲
戌
八
月
二
九
日

同
治
一
三
年
甲
戌
九
月
一
二
日

同
治
一
三
年
甲
戌
九
月
一
一
一
日

光
緒
四
年
戊
寅
十
二
月
一
日

『
伊
波
普
猷
全
集
』
第
九
巻
所
収
、
平
凡
社
、
’
九
七
五
年

沖沖沖先沖沖先沖沖先沖沖沖沖沖沖先
縄縄縄島縄縄島縄縄島縄縄縄縄縄縄島

忠
導
氏
狩
俣
首
里
大
屋
子
玄
安

尚
氏
伊
江
王
子
朝
忠
奥
方

尚
氏
古
堅
親
雲
上
朝
賀

察
氏
嫡
子
屋
嘉
部
里
之
子
親
雲
上
政
宜

察
氏
嫡
子
屋
嘉
部
里
之
子
親
雲
上
政
宜

女
孫
な
へ

察
氏
仲
本
親
雲
上
政
宜

山
陽
氏
古
見
首
里
大
屋
子
長
有

東
氏
嫡
子
真
志
喜
里
之
子
親
雲
上
政
忠

貝
氏
高
里
親
雲
上
唯
延

松
茂
氏
古
見
首
里
大
屋
子
当
宗

尚
氏
伊
江
王
子
朝
直

魚
氏
次
男
許
田
筑
登
之
親
雲
上
普
薫

土
原
氏
松
原
首
里
大
屋
子
春
信

尚
氏
伊
江
王
子
朝
直

尚
氏
伊
江
王
子
朝
直

察
氏
次
男
仲
本
里
之
子
親
雲
上
政
隆

宮
古
島
頭
平
良
大
首
里
大
屋
子

宜
野
湾
間
切
安
良
城

泊
地
頭
井
知
行
高
四
○
石

御
物
城

南
風
原
間
切
仲
本

久
米
島
君
南
風
あ
む
し
ら
れ

宜
野
湾
間
切
新
城
里
主
所

八
重
山
島
頭
石
垣
大
首
里
大
屋
子

宜
野
湾
間
切
真
志
喜
里
主
所

御
物
城

八
重
山
島
頭
宮
良
大
首
里
大
屋
子

久
米
具
志
川
間
切
惣
地
頭

美
里
間
切
伊
波
里
主
所

宮
古
島
頭
平
良
大
首
里
大
屋
子

恩
納
間
切
惣
地
頭

加
増
知
高
二
○
○
石

今
帰
仁
間
切
親
泊
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伊
波
普
猷
先
生
記
念
論
文
集
編
纂
委
員
会
編
『
南
島
論
叢
』
、
の
ち
新
里
恵
二
編
『
沖
縄
文
化
論
叢
』
１
（
平
凡
社
、
一
九
七
二
年
）
所
収

『
仲
原
善
忠
全
集
』
第
二
巻
所
収
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
七
七
年

『
鹿
児
島
県
錦
江
湾
高
等
学
校
研
究
紀
要
』
第
一
二
巻

『
沖
縄
県
立
博
物
館
紀
要
』
第
九
～
’
○
号

安
良
城
『
新
・
沖
綱
史
論
』
所
収
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
八
○
年

『
津
堅
島
地
割
調
査
報
告
書
罠
沖
縄
県
教
育
委
員
会
）
、
の
ち
安
良
城
『
新
・
沖
縄
史
論
』
所
収

『
琉
球
新
報
』
一
九
七
八
年
六
月
二
七
日
～
二
九
日
連
載
、
の
ち
安
良
城
「
新
・
沖
縄
史
論
』
所
収

『
沖
縄
史
料
編
集
所
紀
要
』
第
三
号
、
の
ち
高
良
『
沖
縄
歴
史
論
序
説
』
（
三
一
書
房
、
’
九
八
○
年
）
所
収

『
歴
史
研
究
』
第
二
六
二
号
（
新
人
物
性
来
社
）
、
の
ち
高
良
『
琉
球
王
国
史
の
課
題
』
（
ひ
る
ぎ
社
、
’
九
八
九
年
）
所
収

『
歴
史
研
究
』
第
三
一
・
一
一
一
二
合
併
号
（
愛
知
教
育
大
学
歴
史
学
会
）
、
の
ち
高
良
『
琉
球
王
国
史
の
課
題
』
所
収

田
中
健
夫
編
『
日
本
前
近
代
の
国
家
と
対
外
関
係
』
（
吉
川
弘
文
館
）
、
の
ち
高
良
「
琉
球
王
国
史
の
課
題
』
所
収

『
浦
添
市
立
図
書
館
紀
要
』
第
二
号
、
一
九
九
○
年

『
浦
添
市
立
図
瞥
館
紀
要
』
第
四
号
、
一
九
九
二
年

仲
松
弥
秀
先
生
傘
篝
記
念
論
文
蘂
刊
行
委
員
会
編
『
神
・
村
・
人
ｌ
琉
球
弧
諭
鑛
』
蕊
一
醤
一
局
一
九
九
一
年

『
琉
球
新
報
』
’
九
五
九
年
二
月
一

渡
ロ
一
・
近
世
の
琉
球
」
所
収
、
法
政

『
奄
美
郷
土
研
究
会
報
』
第
九
号
、

『
沖
縄
文
化
』
三
一
一
一
・
一
一
一
四
合
併
号

同
右
所
収

一
九
五
九
年
二
月
一
七
日
～
二
一
日
連
載

卯
球
」
所
収
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
五
年

九
会
報
』
第
九
号
、
の
ち
島
尾
敏
雄
編
『
奄
美
の
文
化
』
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
六
年
）
所
収
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